
須坂建設事務所 河川事業による整備効果事例

○信濃川水系八木沢川は、蛇行が激しく川幅が狭いため、降雨・出水のたびに氾濫した経緯があり、昭和35年
度から段階的に改修を実施。

○昭和62年度から小島工区L=1,030mの改修に着手し、平成17年度に護岸工（暫定断面）が完了し、関連事業
として、千曲川への流下能力向上のため、国土交通省による八木沢川樋門改築が平成20年度に完了したた
め、外水による浸水被害が軽減された。
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【生活環境の向上】
① 新たに管理用道路が整備されたため、

堤防道路の利用が促進（新たな効果）
＜小学生が通学路に利用＞
【利用者 ０人/日 ⇒ 50人/日】

② 新たに高水敷が整備されたことから、
河川内の利用が促進（新たな効果）
＜公園の利用＞
【利用者 0人/日 ⇒ 10人/日】

(一)八木沢川 須坂市 小島（河川改修事業）

【地域の周辺関連事業】
③ 県の河川改修が進んだことから、

国土交通省千曲川河川事務所により
平成16年度～平成19年度に老朽化
した樋門［旧：百々川樋門］を

［八木沢川樋門］に改称して整備が
進められ全面的に改築を行った。

〈浸水被害の軽減〉
【流下能力50m3 ⇒ 70m3に向上】
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